
























































































































































































































雲中。現文殊大聖。處 座。據 猊之上。及善財前導。于 為御。波離後從。(26)
⑥　超化大師。諱匡嗣。俗姓李氏。太原文水縣齊鳳村人也。（中略）癸卯 。至 越国。見尚
父元帥錢王。王礼接殊厚。語論造微。雅合王意。遂施五台山文殊大士一万聖衆前供物香


































































































尼。 引阿味 吽引 左怱。対此像前随分供養冥心一境専。注課持迴施有情同帰常楽。(46)
金子啓明氏は「燉煌白画の文殊像が三体の化仏を描くのは、文殊化身の思想の現れではなか
ろうか。顕教の尊で宝冠に化仏を付す観音が応変化の現世利益的特質をもつ点に、両者の性格
的類似性がみとめられる。ただ、化仏が一体ではなく三体という複数であることには、別の要
因を付け加えて考慮する必要があろう。」と述べており、また「密教像の中に宝冠に複数の化仏
を施す例は密教以前には考えにくいので、燉煌白画の文殊菩薩像宝冠の三体の化仏も密教の影
響下に成立したと見るのが自然であろう。密教が五台山文殊の化現思想と類似の性格をもつこ
とは無論である。」(47)と述べ、文殊化身は密教とも関係があると論じている。
３．文殊化身杜順
次は華厳初祖の杜順（557～640）が、文殊化身として言われた史料である。
1－１　京終南山文殊化身　杜順。(48)
1－２　僧法順、俗姓杜氏、京兆杜陵人也。操行高潔、学無常師、以華厳為業。（中略）
別伝云。是文殊化身。(49)
1－３　唐太宗正観七年　杜順文殊化現。(50)
史料１－１は『華厳五教止観』から、史料１－２は『大方広仏華厳経隨疏演義鈔』から、史料
１－３は『仏祖統紀』から引いた杜順の記述である。
『華厳五教止観』は６～７世紀に、『大方広仏華厳経隨疏演義鈔』は８～９世紀に、『仏祖統
紀』は1269年に、各々成立されたものである。
周知の如く、『華厳五教止観』が成立された６～７世紀は、五台山の文殊信仰が定着して、五
台山は文殊聖地として認められた時期である。
ところで、この時に杜順自らが、「終南山文殊化身杜順」と記述しているのである。
だた、史料１－３には、「化身」を「化現」と記されている。それは、『仏祖統紀』が成立し
た13世紀の化身の観念であるか、或いは唐太宗正観７年（633）当時には、化身と化現を区別
せずに用いていたか、その点は明らかではない。
さて、結城令聞氏は『華厳五教止観』の杜順の撰述説を否定している。その理由を三つ挙げ
ている。
第一に、杜順は貞観14年（640）に84歳で入寂したのに、本書の中には玄奘三蔵が貞観19年
（645）に長安に帰った後、翻訳した経論の中で用いた阿頼耶識などの用語が使われていること。
第二に、則天武后の垂拱元年（685）に、洛陽の建春門内の敬愛寺は仏授記寺と改められたの
佛教大学大学院紀要　第33号（2005年３月）
― 25 ―
であるが、この仏授記寺の名が本書の中に見られることである。
第三に、杜順に、明瞭に五教の名目があったのならば、智儼がなぜこれを継承せず、慧光の
慚頓円の三教伴から五教を開き用いたかである。(51)
一方、次の史料２も『華厳五教止観』の杜順の撰述説の否定説として挙げることができる。
2 其禅師有一弟子。（1）奉事以経三十餘年。（中略）経旬月方到五台。志誠頂礼。忽遇一老
人云。汝彼從何處來。弟子答言。從終南山來。汝有何意來。故來礼拜文殊菩薩。老人云。
文殊菩薩不在此間。弟子問老人曰。在何処。老人報云。在終南山。杜順禅師是。（中略）
如五台老人言。方知是文殊菩薩。其禅師述華厳法界観十玄止観義海等章。見行於世。此乃
是文殊菩薩化身耳。(52)
史料２は、史料１－１と同じ史料である『華厳五教止観』の「終南山杜順禅師_起」という題
の史料から引いたものである。この史料は、後の『注華厳法界観門』(53)・『仏祖統紀』(54)にも
引用されている。
史料２のマンドライン（1）に「其禅師有一弟子」と記されていることを見れば、この史料の
記述は『華厳五教止観』を著述したという杜順でも、その弟子である智儼でもない、外の第三
者が記述したことが推測できる。しかも、この中には弟子の名も記述されていない。
弟子が五台山に登台してある老人に会い、文殊菩薩に礼拝するために登台したと告げると、
老人が文殊菩薩はここ（五台山）に居らず、終南山におり、杜順禅師が文殊であると言う。
先にも述べてように、『華厳五教止観』が成立された時期というのは、五台山は文殊聖地とし
て認められた時であるのに、老人が文殊菩薩は五台山に居らず、終南山に居ると答えたことは
どういう意味であろうか。
単純に考えると、終南山系のある人物が、杜順を『華厳経』の代表的な菩薩である文殊菩薩
として化身化したことになる。その目的は、五台山ではなく、終南山こそが『華厳経』の根本
道場であるということを強調しようとしたのであろう。
ところで、杜順の記述は三種の清涼伝、すなわち『古清涼伝』、『広清涼伝』、『続清涼伝』に
は全く見られない。その理由は、三種の清涼伝は五台山という地域に限った文殊信仰について
記述したものであるからであろうか。三種の清涼伝に杜順の記述がないことは、五台山系統の
人物が杜順を文殊化身化した可能性は殆どないと考えてもよいである。
まず、その人物として、杜順の弟子である智儼であろうと考えやすいが、史料２を見れば、
そのような推測は難しくなる。
一方、『仏祖統紀』を引いてみると、
賢首宗教（附李長者）
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初祖終南法順法師。二祖雲華智儼法師。三祖賢首法藏法師。四祖清涼澄観法師。五祖圭峯宗
密法師。長水子紹法師。慧因淨源法師。能仁義和法師。(55)
と、賢首宗について李長者、すなわち李通玄が附した記述がある。
賢首宗は華厳宗のことであり、又法界宗とも称する。『華厳経』を所依経典とするので、華厳
宗という。華嚴宗の開祖は杜順である。
14世紀に成立した『続伝灯録』にも、「杜順乃賢首宗祖師也」(56)という記述がある。
華厳宗を賢首宗というのは、華厳宗の三祖である賢首国師が発揚したためであるという。(57)
この賢首宗のことから考えると、杜順を終南山の文殊化身とした人物は賢首であろう。それ
は、賢首宗と言われるまで、華厳宗に力を注いた賢首であるからである。
四祖澄観は五台山で『華厳経疏』を著述したので、(58) 五台山との関係も深いので、澄観が杜
順を終南山の文殊化身とすることはなかったと思われる。
むすび
五台山文殊信仰に関する史料及び論文には、文殊霊験としての「文殊化身」と「文殊化現」
しかも、「文殊瑞相」までも含めて、全てを「文殊化現」という概念の範囲に収まれている。
それを逆に言えば、「文殊化現」を詳細に区分すれば、「文殊真身の化現」、「文殊化身の化現」
そして、「文殊瑞相」になると考える。
小論では、「文殊真身の化現」と「文殊化身の化現」の概念を定義し、それぞれの説話を紹介
して、その実体を解明した。
その概念は、「文殊真身の化現」とは、「文殊現身」とも言えることであり、文殊が菩薩の姿
のままに衆生に現れるという意味である。
「文殊化身の化現」とは、文殊が人間の姿に化して衆生の前に現れることの意味である。
一方、『広清涼伝』の「菩薩応化総別機縁」条には、文殊化現には「総」と「別」があると記
されている。それは、五台山の以外に見られる文殊化現は、文殊化現における「総」に属する
性質のことであり、五台山の文殊化現は、文殊化現における「別」に属するものであると、簡
明に整理することができる。
華厳初祖の杜順が、文殊化身として言われたことについて簡単に述べたが、杜順を文殊化身
化した人物を明らかにする史料はない。しかし、三種の清涼伝に杜順の記述がないことは、五
台山系統の人物が杜順を文殊化身化した可能性は殆どないと考えられる。
さて、文殊化身は、行基を「文殊菩薩の反化」または「文殊菩薩の化身」と呼ばれていたこ
とと関連しても重要なテーマになる。しかし、韓国と日本の文殊化現に関することは、別の機
会に譲る。
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〔注〕
(1) 『古清涼伝』『広清涼伝』『続清涼伝』である。
(2) 『広清涼伝』T51、No2099
(3) 光川豐芸「『文殊師利遊戯大乗経』の研究」『龍谷大学論集』446、p.108
(4) 『文殊師利般涅槃経』T14、480下
(5) 金子啓明「文殊五尊図像の成立と中尊寺経蔵文殊五尊像」『東京国立博物館紀要』18、p.39
(6) 『翻訳名義集』４。T54、1121上
(7) 『広清涼伝』下。T51、1123上
(8) 井上以智為「唐代における五台山の仏教」『歴史と地理』24－3、pp.233－229
その他の二つの特徴は、第一、五台山仏教を４期に分けているなかで、五台山仏教界は第一・二期に
おいては全仏教界の発展に追隨しえなかったが、第三の全盛期においては思想界の革新的機運を背景
として更生的仏教を建設して全仏教界の中心をなした。第二、五台山仏教が山嶽仏教なる点である。
(9) 金子啓明「文殊五尊図像の成立と中尊寺経蔵文殊五尊像」『東京国立博物館紀要』18、pp.28－29
(10) 金子啓明「文殊五尊図像の成立と中尊寺経蔵文殊五尊像」『東京国立博物館紀要』18、p.39
(11) 鄭柄朝「慈蔵と文殊信行」『新羅文化』３・４、p.142
(12) 『広清涼伝』上。T51、1103上－中
(13) 『八十華厳経』50。T10、267上
『六十華厳経』34。T9、617
(14) 『仏 文殊師利般涅槃経』T14、480下
(15) 『大方廣仏華厳経隨疏演義鈔』76。T36、600下
(16) 『首楞厳三昧経』下。T15、644上
(17) 『菩薩瓔珞経』４。T16、38下
(18) 『央掘魔羅経』４。T2、543中
(19) 『大宝積経』60。T11、347中
(20) 『文殊師利所説不思議仏境界経』下。T12、115上
(21) 『維摩詰所説経』中。T14、545下
(22) 『古清涼伝』上。T51、1096上
(23) 『広清涼伝』中。T51、1110中
(24) 『広清涼伝』中。T51、1118上
(25) 『広清涼伝』下。T51、1120上
(26) 『広清涼伝』下。T51、1126下
(27) 『広清涼伝』下。T51、1122上
(28) 『広清涼伝』には貞観中（627～649）に解脱が五台山で文殊と４回会ったと記している。（『広清涼伝』
上。T51、1105上）
(29) 『宋高僧伝』28。T50、884上－中
(30) 『広清涼伝』中。T51、1109中－下
(31) 『三宝感応要略録』下。T51、849上
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(32) 『入唐求法巡礼行記』開成５年７月２日条
『広清涼伝』と『入唐求法巡礼行記』との貧女説話の内容が異なることは、文殊の侍者である善財童
子と于 王の命名の問題と継がっている。「『入唐求法巡礼行記』に二人の名が見られないのは、そ
の当時まだ命名されていなかった伽羅ではなく、童子と馭者のイメージがまだ文殊菩薩と結びつけ
られていなかったからである。」と高瀬多聞氏は述べている。（高瀬多聞「文殊五尊図像に関するい
くつかの問題」『美術史研究』28、p.102）
(33) 『広清涼伝』上。T51、1108上
(34) 『広清涼伝』中。T51、1116中
(35) 『広清涼伝』下。T51、1108上
(36) 『古清涼伝』下。T51、1095下
(37) 『古清涼伝』下。T51、1097上
(38) 『景徳伝灯録』11。T51、287上
(39) 『緇門警訓』10。T48、1092中
(40) 『一切経音義』35。T54、544上－中
(41) 『居易録』23。（『四庫全書』子部、雑家類、雑説之属）
『浙江通志』280にもこの『居易録』から引いた同文がある。（『四庫全書』子部、地理類、都会郡県之属）
(42) 『蜀中広記』81。（『四庫全書』史部、地理類、雑記之属）
(43) 『山西通志』167。（『四庫全書』史部、地理類、都會郡縣之屬）
(44) 『仏祖統紀』53。T49、462中
(45) 大徳中は1297～1307である。
(46) 金子啓明「文殊五尊図像の成立と中尊寺経蔵文殊五尊像」『東京国立博物館紀要』18、p.44
(47) 金子啓明「文殊五尊図像の成立と中尊寺経蔵文殊五尊像」『東京国立博物館紀要』18、p.29
(48) 『華厳五教止観』。T45、509上
(49) 『大方広仏華厳経隨疏演義鈔』15。T36、115下－116中
(50) 『仏祖統紀』53。T49、462中
(51) 結城令聞「『華厳五教止観』撰述者論考」『宗教研究』新７－２
(52) 『華厳五教止観』T45、513下－514上
(53) 『注華厳法界観門』T45、684下
(54) 『仏祖統紀』27。T49、276下；『仏祖統紀』39。T49、365中
(55) 『仏祖統紀』29。T49、292下
(56) 『続伝灯録』22。T51、620下　
(57) 『仏教字彙』p.5217
(58) 『広清涼伝』上。1103下
因澄観法師。於此造大華厳経疏。遂下勅改為大華厳寺。
（ちぇ ぼくひ 佛教大学研究員）
（指導：池見　澄隆　教授）
2004年10月15日受理
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